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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成22年1月21日(2010.1.21)

【公表番号】特表2009-517144(P2009-517144A)
【公表日】平成21年4月30日(2009.4.30)
【年通号数】公開・登録公報2009-017
【出願番号】特願2008-542605(P2008-542605)
【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年11月27日(2009.11.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの歯科用インプラントの向きおよび位置を得る方法であって、
　ａ．前記少なくとも１つの歯科用インプラントに対応する少なくとも１つの固定された
印象アバットメントを含む印象を得るステップ、
　および／または
　前記少なくとも１つの歯科用インプラントに対応する少なくとも１つの固定された印象
アバットメントを含む印象を得るステップであって、前記少なくとも１つの歯科用インプ
ラントに取り付けられる物は、スキャンインプラント／アナログである、ステップと、
　ｂ．前記印象アバットメントおよび／またはスキャンインプラント／アナログの形状の
所定の情報を得るステップと、
　ｃ．前記少なくとも１つの印象アバットメントおよび／またはスキャンインプラント／
アナログを含む、前記印象の少なくとも一部をスキャンすることによってスキャンデータ
を得るステップと、
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　ｄ．前記所定の情報と前記スキャンデータとに基づき、前記歯科用インプラントの向き
および位置を決定するステップと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記スキャンデータに基づき三次元模型を得るステップをさらに含む、請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　前記向きおよび位置は、口内スキャン、ＣＴ、ＭＲ、またはＸ線スキャン、あるいはこ
れらの組み合わせのうちの１つ以上によって得られたスキャンにさらに基づく、請求項１
または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記所定の情報は、ＣＡＤ模型である、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記スキャンアバットメントは、ポジ模型を得る工程で用いられる印象アバットメント
である、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記スキャンアバットメントは、前記ポジ模型を得る工程で用いられる印象アバットメ
ントではない、請求項１～５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　上顎および／または下顎の少なくとも一部の歯の模型を製作する方法であって、
　ａ．印象のスキャン、口内スキャン、ＣＴ、ＭＲ、またはＸ線スキャン、ポジ模型のス
キャン、あるいはこれらの組み合わせのいずれかによって、前記上顎および／または下顎
の前記少なくとも一部の三次元模型を得るステップであって、前記三次元模型は、請求項
１～６のいずれか１項を適用することによって得られる、ステップと、
　ｂ．前記得られた三次元模型から歯の模型を製作するステップと
　を含む、方法。
【請求項８】
　前記歯の模型は、フライス盤、三次元プリンタ、あるいはこれらの組み合わせなど、ラ
ピッドプロトタイピング装置によって製作される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記歯の模型は、少なくとも部分的に、プラスチック、ポリマー、蝋、石膏、またはセ
ラミックで製作される、請求項７または８に記載の方法。
【請求項１０】
　製作の前に前記三次元模型の前記表面をＣＡＤベースなどのベースに取り付けるステッ
プをさらに含む、請求項７～９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　製作の前に前記三次元模型から中実模型を得るステップをさらに含む、請求項７～１０
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　製作の前に前記得られた模型に対して位置決めする手段をさらに含む、請求項７～１１
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　上顎骨および下顎骨の両模型が製作される、請求項７～１２のいずれか１項に記載の方
法。
【請求項１４】
　歯冠の少なくとも一部が前記同じ三次元模型に基づき製作される、請求項７～１３のい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　少なくとも１つのインプラントアナログを前記歯の模型に含めるステップをさらに含む
、請求項７～１５のいずれか１項に記載の方法。
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【請求項１６】
　前記インプラントアナログの位置および向きは、請求項１～６のいずれか１項に記載の
前記歯科用インプラントの位置および向きを得る方法のいずれかによって求められる、請
求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれか１項に記載の方法のステップを実行するためのプログラムコ
ードを含む、少なくとも１つの歯科用インプラントの向きおよび位置を得るためのコンピ
ュータプログラムが格納されたコンピュータ可読媒体を含むコンピュータプログラム製品
。
【請求項１８】
　少なくとも１つの歯科用インプラントの向きおよび位置を得るためのシステムであって
、前記システムは、１つ以上のコンピュータ命令が格納されたコンピュータ可読メモリを
含み、前記命令は、請求項１～１７のいずれか１項に記載の方法のステップを実行するた
めの命令を含む、システム。
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